
　
以
上
の
４
つ
を
総
称
し
て

　
　
　
　
一
般
に

財
務
諸
表
と

　
純
資
産
の
一
年
間
の
変
動
内
容

「

純
資
産
変
動
計
算
書
」

　
純
資
産
と
は
、

資
産
の
取
得
に
際

　
代
が
負
担
し
て
き
た
金
額
の
こ
と

「

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」

　
左
側
に
「

資
産
」
、

右
側
に
「

負

　
左
右
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
“
バ

　
資
金
収
支
と
は
、

資
金
の
増
加
ま

　
「

行
政
活
動
」
「

投
資
活
動
」
「

　
お
よ
び
使
途
を
明
ら
か
に
し
た
も

　
資
金
収
支
の
状
況
を
性
質
別
に

「

資
金
収
支
計
算
書
」
（

　
そ
れ
は
、

と
あ
る
自

治
体
の
財
政
破
綻
が

き
っ

か
け
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
地
方
公

共
団
体
の
公
会
計
制
度

は
、

そ
の
年
に
ど
ん
な

収
入
が
あ
り
、

ど
の
よ

う
に
使
っ

た
か
と
い
う

よ
う
な
現
金
の
動
き
が

わ
か
り
や
す
い
会
計
方

法
、

い
わ
ゆ
る
「

単
式

簿
記
（

現
金
主
義
）
」

で
し
た
。

そ
の
た
め
、

自
治
体
の
資
産
な
ど
の

情
報
や
、

住
民
に
対
す

る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
コ

ス
ト
情
報
が
判
り
に
く

い
も
の
で
し
た
。

　
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
上
で
か

「

貸
借
対
照
表
」
（

こ
れ

　
資
産
や
負
債
の
状
況
を
表
す
も

平
成
　
年

　
主
に
人
件
費
や
物
に
か
か
る
コ
ス

　
公
共
施
設
の
使
用
に
あ
た
っ

て
徴

　
こ
こ
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ

治
体
の

け
、

平

に
「

地

お
け
る

な
る
推

針
」

を

方
公
会

け
ら
れ

　
こ
の

間
企
業

で
あ
る
「

(

発
生

入
さ
れ

 
こ
れ

務
諸
表
」

財
務
諸
表
の

財
務
諸

27
と
い
わ
れ
ま
す
。

容
を
表
す
も
の

」
（

純
資
産
の
変
動
）

際
し
て
、

国
や
県
の
負
担
や
こ
れ
ま
で
の

と
で
す
。

」
（

利
益
と
損
失
）

負
債
」

と
「

純
資
産
」

が
記
載
さ
れ
、

バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー

ト
”
と
呼
ば
れ
て
い
ま

ま
た
は
減
少
を
意
味
し

「

財
務
活
動
」

そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
調
達
方

も
の
で
す
。

に
３
つ
の
区
分
で
表
す
も
の

（

1
年
間
の
現
金
の
流
れ
）

　
こ
れ
に
よ
っ

て
今

決
算
書
等
で
は
判
り

か
っ

た
資
産
・
債
務

行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提

か
る
コ
ス
ト
、

住
民

な
ど
を
明
ら
か
に
し

す
。

 
※
財
務
諸
表
の
作

に
は
、
「

総
務
省
方

モ
デ
ル
」

と
「

基
準

ル
」

の
２
種
類
が
あ

す
。

　
全
体
の
約
８
割
の

が
「

総
務
省
方
式
改

ル
」

を
作
成
し
て
い

南
城
市
で
は
「

総
務

改
訂
モ
デ
ル
」

を
採

い
ま
す
。

か
か
っ

た
コ
ス
ト
を
表
す
も
の

れ
ま
で
の
お
金
の
使
途
と
調
達

も
の

年
度
決
算
 

南
城
市
の

ス
ト
を
表
し
て
い
ま
す
。

徴
収
し
た
使
用
料
な
ど
市
の
収
入
も

で
国
は
先
の
自

財
政
破
綻
を
受

成
十
八
年
八
月

方
公
共
団
体
に

行
政
改
革
の
更

進
の
た
め
の
指

出
し
、
『

新
地

計
制
度
』

が
設

ま
し
た
。

こ
と
に
よ
り
民

会
計
的
な
手
法

「

複
式
簿
記

主
義
）
」

が
導

ま
し
た
。

が
現
在
の
「

財

」

で
す
。

の
公
表
に
つ
い
て

諸
表
と
は
？

の
世

ま
す
。

方
法

今
ま
で
の

り
に
く

務
情
報
や

提
供
に
か

民
の
負
担

し
て
い
ま

作
成
方
式

方
式
改
訂

準
モ
デ

あ
り
ま

の
自
治
体

改
訂
モ
デ

い
ま
す
。

(

平
成
　
年
４

務
省
方
式

採
用
し
て

達
源
）

の
財
務
諸
表
を
公
表
し

て

民間企業における会計の考え方（複式簿記）で作成される決算

に関する書類のことです。各自治体が保有する資産や負債の

情報が分かりやすくまとめられています。

そもそも財務諸表って？

自治体が保有している財産の事です。

公共施設や道路などが資産に含まれます。

資産って？国や地方公共団体と民間の共同出資による

事業体のことです。

第三セクターって？

連結財務諸表って？

27

総務省が、財務諸表作成の事務負担を考慮しこれまで

各自治体がまとめてきた、決算統計情報等を活用して
財務諸表を作成する事が認められているモデルです。

総務省方式改訂モデルって？

４
月
～

平
成
　
年
３
月

)

し
ま
す

地方自治体が行政サービスを提供していく

中で経常的に発生する収益の事です。

（公共施設の利用料などが含まれます）

経常収益って？

普通会計に加え、自治体を構成するその他の特別会計

（国民健康保険事業、公共下水道事業など）や、自治

体と連携協力して行政サービスを実施している関係団

体などの決算をひとまとまりにした財務諸表です。
地方公共団体の会計で、一般会計と、公営事業

会計を除く特別会計を合算したものです。

普通会計って？

28



南城市 平成27年度決算の財務諸表

行
政
コ
ス
ト
計

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

一
年
間
の
経
常
的
な
行

ト
（
費
用
）
に
対
し
て
、

料
・
手
数
料
な
ど
の
受
益

（
収
入
）
が
ど
の
く
ら
い

た
、
そ
の
差
額
で
あ
る
純

政
コ
ス
ト
が
ど
の
く
ら
い

か
が
分
か
り
ま
す
。

経
常
費
用

【

人
に
か
か
る
コ
ス
ト

職
員
給
与
、
議
員
報
酬

引
当
金
、
退
職
手
当
引

繰
入
金
な
ど

【

物
に
か
か
る
コ
ス
ト

物
品
の
購
入
・
光
熱
水

設
維
持
費
・
減
価
償
却

【
移
転
支
出
的
な
コ
ス

社
会
保
障
の
給
付
や
他

の
繰
出
金
な
ど

【

そ
の
他
の
コ
ス
ト
】

支
払
利
息
な
ど

経
常
収
益

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
の

で
あ
る
「
使
用
料
・
手

と
「
分
担
金
・
負
担
金
・

金
」
な
ど

貸
借
対
照
表(

貸
借
対
照
表
と
は
…

こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た

（
財
産
）
」
に
対
し
て
、

調
達
方
法
が
わ
か
り
ま
す

の
世
代
が
負
担
す
る
額
が

（
借
金
）
」
で
、
こ
れ
ま

代
が
負
担
し
て
き
た
額
が

産
（
支
払
済
の
額
）
」
に

す
。

資
産
の
部

【

公
共
資
産
】

道
路
や
学
校
な
ど
自
治
体

有
す
る
資
産
の
総
額

【

投
資
等
】

特
定
の
目
的
で
積
み
立
て

金
や
出
資
金
な
ど

【
流
動
資
産
】

現
金
・
預
金
や
現
金
化
し

い
、
地
方
税
の
未
収
金
な

負
債
の
部

地
方
債
の
残
高
や
退
職
手

当
金
な
ど
、
将
来
世
代
が

す
る
総
額

基金等

その他 翌年度償還予定地方債

流動資産

固定負債
地方債

退職手当引当金
その他

賞与引当金

経常費用
人にかかるコスト

物にかかるコスト

移転支出的なコスト

その他のコスト

7,523,860

17,382,624

その他

流動負債

現金・預金

142,248

134,765

7,461,745

【負債の部】

経常収益

使用料・手数料

区分

19,296,057公共資産

投資等
投資及び出資金

254,590

2,006,300

610,468

280,797

87,718,872

6,789,131

354,621

6,292,262

金額

17,673,083

6,099,223
9,312,970

【資産の部】

1,913,433

0

0

1,972,789

1,838,024

人にかかる

コスト

11.4%

物にかかる

コスト
移転支出的

なコスト

その他の

コスト

1.3%

【行政コストの割合】

算
書

(

P
L)

書
と
は
…

行
政
コ
ス

、
使
用

益
者
負
担

い
か
、
ま

純
経
常
行

い
に
な
る

ト
】

酬
や
賞
与

引
当
金
の

ト
】

水
費
・
施

却
費
な
ど

ス
ト
】

他
会
計
へ

】の
対
価

数
料
」

・
寄
付

(

B
S)

…た
「
資
産

、
資
金
の

す
。
将
来

が
「
負
債

ま
で
の
世

が
「
純
資

に
な
り
ま

体
が
保

て
た
基

し
や
す

な
ど

手
当
引

が
負
担

 

(単位：千円)

（単位：千円）

純資産合計

その他現金・預金

（うち歳計現金）

未収金

資産合計

7,461,745

1,238,966

62,115

102,031,863

使用料・手数料

負債+純資産　　合計

負債合計

【純資産の部】
80,763,017

102,031,863

21,268,846 分担金・負担金・寄付金

280,797

純経常行政コスト

329,671

17,062,615

0

資
金
収
支
計
算

（

C

資
金
収
支
計
算
書
と

一
年
間
の
活
動
区
分

資
金
収
支
（
お
金
の

が
わ
か
り
ま
す
。

経
常
収
支
の
余
剰

多
額
の
資
金
が
必
要

産
整
備
や
投
資
・
財

収
支
に
ど
の
程
度
あ

る
の
か
が
分
か
り
ま

つ
ま
り
資
金
収
支
計

と
は
収
入
と
支
出
の

の
内
訳
を
示
し
ま
す

コスト

34.5%
なコスト

52.7%

純資産の方が負債よ

り多いほど健全な財

政運営ができている

といえます。

純
資
産
変
動
計
算
書

（

N
W
）

純
資
産
変
動
計
算
書
と
は

こ
れ
ま
で
の
世
代
が
資
産

を
す
る
た
め
に
負
担
し
て

額
が
一
年
間
で
ど
の
よ
う

動
し
た
の
か
（
財
産
の
動

が
分
か
り
ま
す
。

【
経
常
的
収
入
】

地
方
税
な
ど
、
自
治
体
の

経
常
的
な
収
入

【
臨
時
損
益
】

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

臨
時
的
な
費
用

経常的収入 18,813,662

臨時損益

△ 29,394

80,763,017当年度末の残高
（単位：千円）

その他

当年度末の残高（純期末資産残高）

純経常行政コスト △ 17,062,615

前年度末の純資産残高 79,053,226

1,238,966

当年度の資金変動額

△ 11,862

（単位：千円）

△ 508,181

△ 3,895,038

101,235

1,137,731

4,504,454

公共資産整備収支

投資・財務的収支

前年度末の資金残高

経常的収支

算
書F
）

と
は
…

分
別
の

の
流
れ
）

剰
分
を

要
な
資

財
務
的

あ
て
て

ま
す
。

計
算
書

の
差
額

す
。

書）は
…

産
形
成

て
き
た

う
に
変

動
き
）

のの


